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次回はロシェル先生が担当予定ですのでお楽しみに♪

Tiffany Chen
（ティファニー・チェン）
しらかし台中学区

（しらかし台小・青山小・しらかし台中）

【利府で自分の居場所を見つけて】
　昨年の4月、新しいALTとして利府に来ました。あれから1年と少しが経ちま
したが、その間の毎日を本当に楽しく過ごしています。
　教え始めた頃は少し緊張していましたが、学校の先生方はとても親切で温か
く接してくださり、たくさんのアドバイスをいただきました。今でも、生徒た
ちをより楽しませ、英語学習にやる気を持ってもらうための方法を日々学んで
います。
　私の目標は、毎回の授業で生徒たちが新しい単語を覚え、それを使って自分の考
えを伝えられるようになることです。生徒たちはとても良いペースで学んでおり、
私の期待を超える成長を見せてくれています。特に、英語で話しかけてくれるとき
には、本当に驚かされ、感動しています。授業を通して、英語の力を伸ばすだけで
なく、他の国や文化に対する興味も深めてもらえていると感じています。
　8月が近づくにつれて、私も生徒たちと同じくらい夏休みが楽しみになってきま
した。特に、夏祭りにワクワクしています。昨年は体調を崩して七夕まつりに参
加できなかったので、今年こそは体験できるのをとても楽しみにしています。
　夏の間は、利府や他の町、県をもっと探検する予定です。いろいろなことを体
験するのが好きで、特に日本についてもっと深く学びたいと思っています。

I’m happy to say that my students are learning at a great pace.
They constantly surprise and impress me - especially when they come up to me 
and try to have a conversation in English.

ティファニー先生のメッセージの一部を英語にしていますので、英語でもお楽しみください。

　6月17日（火）に菅谷台保育所と菅谷台小児童ク
ラブで子どもたちとの交流事業を実施しました。
　音楽に合わせてABCダンスをしたり、簡単な受
け答えを英語で行うなど楽しく交流しました。

Hello! Hello!! Hello!!! ～ALT（語学指導助手）のリレーメッセージ

・仙台市に隣接するベッドタウンの町だが、団地周辺は緑が大変多く閑静です。町内には宮城県総合運動公園や
東北最大級のショッピングモール、多数の飲食店などが並んでいて、いつも活気があり華やかさがあります。

・子育て世帯に優しく、町からの支援が充実している。また、首長さんがとても良い方で、町民の意を汲んだ
施策をしてくださっている。

・食料品の買い物、病院、大型スーパー他、毎日の生活に必要な施設、お店がどんどん増えて便利だと感じている。
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　実際に住んでいる人を対象に調査した「いい部屋ネット街の住みここち＆住みたい街ランキング
2025<東北版>」において、利府町が「住みここち」部門で東北第２位にランクインしました。
　特に、「賑わい」が東北地方で１位に評価されています。

※調査：大東建託株式会社 賃貸未来研究所

【東北版】 
住みここちランキング 

街の
住みここち
ランキング 2025

利府町が東北2位
子どものこころとメディア※

子育てナビ

★乳幼児期のこころの発達

プレパパ・プレママひろばの様子
　「プレパパ・プレママひろば」は、妊婦さんとご家族の皆さんが安心して赤ちゃんを迎えられるよう、出産・育児の
準備をサポートする教室です。 
●1回目：抱っこやおむつ交換の練習、妊娠中のお食事のお話など
●2回目：ベビーバスを使った沐浴の練習、パパの妊婦の疑似体験など(2回1コース）

　

問　子ども家庭センター　☎356-6711

※メディア…テレビ、DVD、スマートフォン、タブレット、PC、インターネット、ゲーム等

★メディアとの上手な付き合い方

★妊婦さんお一人の参加もご家族との参加もどちらも大歓迎です！ぜひご参加お待ちしております。

　これらの発達は、実際の体験や自由な遊び、相手の目を見て交流すること、スキンシップの触れ合いをとおした
体験などが必要になりますが、子どもがメディアに反応したとしても、メディアは返してくれないため、会話に必要
なコミュニケーションを学ぶことができません。
　人との共通の体験やこころのやり取りがないと、人との関係作りが難しくなります。

乳幼児期は、言葉を覚える・理解する、人の気持ちに共感する、
社会性を身に付ける、感情を豊かにするなどさまざまな部分で発達します。

　子どもをおとなしくさせるためだけに使わずにおもちゃを与えてみる、食事の時に使わず親子での会話を楽しむ、
寝室に持ち込まないなど、おうちの中でルールを決めてお子さんが小さいうちからメディアの利用について考え
ていきましょう。
　メディアを「やめさせる」「減らす」ことを考えるよりも、「人と関わる楽しみ」の時間を増やし、メディア以外の親子
でのやりとりを充実させることが大切です。

2歳まで：できるかぎり控える
2歳以上：2時間以内（ゲームは30分以内）

　親子のふれあい遊びは、こころを育て、結果としてメディアの時間を減らすことができます。
おうちの中でお子さんと触れ合う時間をより作ってみましょう！

詳しくは
こちらから▼

日　程 時　間 申込方法

開催日の３日前までに
下記にご連絡ください

場　所

１回目 ８月２０日（水） 午後１時３０分～午後２時３０分
（受付）午後１時２０分

２回目 ９月２４日（水） 午前１０時～午前１１時３０分
（受付）午前９時５０分

保健福祉センター

これらが望ましい乳幼児期のメディアの利用です。
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